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	1. 企業会計基準委員会（以下「当委員会」という。）は、我が国における企業会計基準及びその実務上の取扱いに関する指針の開発を行うとともに、国際会計基準審議会（IASB）への意見発信やその他の海外の会計基準設定主体等との連携を通じて、国際的な会計基準の開発に寄与する活動を行っている。
	2. IASBにおいては、最近、国際財務報告基準（IFRS）の適用実績を踏まえ、IFRSで要求されている会計処理や開示のあり方についての評価を行う取組み（以下「適用後レビュー」という。）が開始されている。この適用後レビューは、IFRS財団の評議員によって2007年にIASBのデュー・プロセスに加えられたものであり、基準が意図されたとおりに機能しているかどうかの観点から、基準開発段階において特に議論となった事項、及び、基準開発段階において予見されていなかったコストや適用の課題があるか否かに着目して、新基準が強制適用となってから2年後に行われることとされている。
	3. IASBは、2011年後半以降、IFRS第8号「事業セグメント」の適用後レビューに関する取組みを行っている他、IFRS第3号「企業結合」（以下「IFRS第3号」という。）及びこれに関連する基準についても適用後レビューを行う予定である旨を公表している。
	4. 企業結合に関連する会計基準、とりわけ、のれんの会計処理については、2004年にIFRS第3号が改正された際に多くの異なる見解が示された点であるとともに、我が国関係者の関心も高い。このため、IASBより公表された意見募集「アジェンダ・コンサルテーション2011」に対しても、当委員会より、適用後レビューを実施し、基準の改正の必要性を検討することが必要である旨のコメントを送付している。このため、当委員会は、のれんの会計処理に関するリサーチを行っていくと同時に、国際的な会議において、本件の重要性について意見発信を行ってきた。
	5. のれんの会計処理については、欧州財務報告諮問グループ（EFRAG）及びイタリア会計基準設定主体（OIC）においても、重要なテーマとして位置付けられており、IFRSにおけるのれんの減損アプローチに関する経験を集約するため、質問票を公表することが予定されていた。また、IASB関係者からも、のれんの会計処理について、更なる検討が必要かもしれないという趣旨のコメントが示唆されていた。このため、当委員会は、適用後レビューでのれんの会計処理について検討が行われることを期待し、EFRAG及びOICによる取組みについて協力を行った。
	6. 具体的には、IASBに対して適用後レビューに先立つインプットを提供することを目的として、我が国の関係者向けに、のれんの減損及び償却に関する質問票への回答を募集するとともに、主要な市場関係者との間で意見交換会を行い、実務における経験や市場関係者の見解を入手した。また、質問票への回答や意見交換会を通じて得られた関係者からのインプットについては、EFRAG及びOICと共同で、2012年10月及び2013年4月に開催された会計基準設定主体国際フォーラム（IFASS）会議において、IASBや各国の会計基準設定主体向けに紹介した上で、意見交換を行っている。
	7. さらに、2013年5月に開催された当委員会とIASBとの定期協議においても、これまでに得られたインプットについて概要の説明を行うとともに、のれんの減損や償却に関する考え方について意見交換を行っている。
	8. 本フィードバック文書は、のれんの会計処理に関する現行の取扱い、これまでの議論の背景、及び、質問票への回答や意見交換会の開催を通じて、我が国の関係者から入手した見解を取りまとめたものである。なお、今回の取組みは、のれんに関する国際的な議論への貢献を目的としたものであり、我が国におけるのれんに関する会計処理の変更等を意図しているものではない点にご留意いただきたい。
	9. 我が国では、取得したのれんについて、企業会計基準第21 号「企業結合に関する会計基準」（以下「企業結合会計基準」という。）により、20 年以内のその効果の及ぶ期間にわたって、定額法その他の合理的な方法により規則的に償却することとされている。また、企業会計審議会によって平成14 年8 月に公表された「固定資産の減損に係る会計基準」（以下「減損会計基準」という。）に準拠して減損処理を行うこととされている。減損会計基準では、資産又は資産グループに減損が生じている可能性を示す事象（減損の兆候）がある場合に、当該資産又は資産グループについて、減損損失を認識するかどうかの判定を行うこととされている。
	10. 平成15年10月に企業会計審議会より公表された「企業結合に係る会計基準」に関する審議の過程では、のれんの会計処理として、その効果の及ぶ期間にわたり、「規則的に償却を行う」方法と「規則的な償却を行わず、のれんの価値が損なわれた時に減損処理を行う」方法が検討された。企業結合会計基準では、規則的な償却を要求するに至った理由について、結論の背景で、次のような説明がされている。
	105. のれんの会計処理方法としては、その効果の及ぶ期間にわたり、「規則的な償却を行う」方法と、「規則的な償却を行わず、のれんの価値が損なわれた時に減損処理を行う」方法が考えられる。「規則的な償却を行う」方法によれば、企業結合の成果たる収益と、その対価の一部を構成する投資消去差額の償却という費用の対応が可能になる。また、のれんは投資原価の一部であることに鑑みれば、のれんを規則的に償却する方法は、投資原価を超えて回収された超過額を企業にとっての利益とみる考え方とも首尾一貫している。さらに、企業結合により生じたのれんは時間の経過とともに自己創設のれんに入れ替わる可能性があるため、企業結合により計上したのれんの非償却による自己創設のれんの実質的な資産計上を防ぐことができる。のれんの効果の及ぶ期間及びその減価のパターンは合理的に予測可能なものではないという点に関しては、価値が減価した部分の金額を継続的に把握することは困難であり、かつ煩雑であると考えられるため、ある事業年度において減価が全く認識されない可能性がある方法よりも、一定の期間にわたり規則的な償却を行う方が合理的であると考えられる。また、のれんのうち価値の減価しない部分の存在も考えられるが、その部分だけを合理的に分離することは困難であり、分離不能な部分を含め「規則的な償却を行う」方法には一定の合理性があると考えられる。
	106. 一方、「規則的な償却を行わず、のれんの価値が損なわれた時に減損処理を行う」方法は、のれんが超過収益力を表すとみると、競争の進展によって通常はその価値が減価するにもかかわらず、競争の進展に伴うのれんの価値の減価の過程を無視することになる。また、超過収益力が維持されている場合においても、それは企業結合後の追加的な投資や企業の追加的努力によって補完されているにもかかわらず、のれんを償却しないことは、上述のとおり追加投資による自己創設のれんを計上することと実質的に等しくなるという問題点がある。実務的な問題としては、減損処理を実施するためには、のれんの価値の評価方法を確立する必要があるが、そのために対処すべき課題も多い。
	107. 平成15年会計基準では、こうした議論を踏まえ「規則的な償却を行わず、のれんの価値が損なわれた時に減損処理を行う」方法に対し、「規則的な償却を行う」方法に一定の合理性があることや、子会社化して連結する場合と資産及び負債を直接受け入れ当該企業を消滅させた場合との経済的な同一性に着目し、正の値であるのれんと投資消去差額の会計処理との整合性を図るなどの観点から、規則的な償却を採用した。また、その償却期間についても、平成9年連結原則の連結調整勘定の償却に係る考え方を踏襲し、20年以内のその効果の及ぶ期間にわたって償却することとした。
	11. 我が国では、のれんの会計処理について、平成15年の「企業結合会計に係る基準」の公表後、主に次のような検討が行われてきた。
	国際的な会計基準における取扱い
	12. IFRSや米国会計基準においては、従前、企業結合等において認識されたのれんについて一定の期間にわたって償却することとされていた。しかし、2001年における財務会計基準書（SFAS）第141号「企業結合」及びSFAS第142号「のれん及びその他の無形資産」の公表、及び、2004年におけるIFRS第3号の公表及びこれに関連する基準の見直しに伴い、のれんについて償却を許容又は要求しないアプローチへと改訂されている。
	13. このため、現行のIFRS及び米国会計基準では、のれんの償却は許容又は要求されておらず、のれんについて減損テストを行った上で、必要に応じて、減損損失を認識することとされている。IFRSでは、減損テストは、IAS第36号「資産の減損」（以下「IAS第36号」という。）において毎期要求される一方、米国会計基準においては、会計基準更新書2011-08「無形資産―のれん及びその他（Topic 350）：のれんの減損テスト」に基づき、簡素化されたアプローチが認められている。
	14. 米国会計基準及びIFRSにおける、のれんの会計処理に関する主な変遷については次のとおりである。
	のれんの減損及び償却に関連する文献
	15. のれんの減損及び償却は、学術研究においても、多くの報告がされているテーマであり、例えば、のれん償却前とのれん償却後の利益のうち、いずれが財務諸表利用者による意思決定と関連性が高いかという観点から研究がされている。また、のれんは、会計上、残余として計算されるため、この構成要素について特定することは困難であるものの、一般的に、企業の超過収益力を表すものとして考えられることが多い。このため、企業の超過収益力が時間の経過とともに平均に回帰していくかについて、のれんの償却の是非とともに、多くの研究成果が報告されている。
	16. のれんの非償却を支持する論拠として、よく引き合いに出されるのが、Jennings et al.(2001)である。この論文では、のれん償却前利益が、のれん償却後利益よりも、株価の観察可能な分布をより有意に説明している旨が報告されている。
	17. 他方、企業の超過収益力が平均に回帰していく旨については、代表的なところでは、Fama and French (2000)において報告がされている。その他、例えば、Bugeja and Gallery (2006)やOjala (2007)において、のれんの償却期間が短い方が、価値関連性が高いとする報告がされている。また、大日方（2013）では、のれんの価値は、産業平均を超える超過利益の大きさに対応しているため、利益率が平均回帰し超過利益が規則的に消滅するならば、会計上ものれんを規則的に償却すべきと考えるのが自然であり、統計データの分析によると、正ののれんは5～10年にわたって規則的に償却するのが実態に即しているという旨の報告がされている。
	18. のれんの会計処理の検討に関連する最近公表された規制当局又は民間の研究機関による報告書として、次の2つが挙げられる。
	19. ESMAによる報告書では、2011年における重要なのれんの減損が、一部の企業に限定されていた旨が報告されており、当該期間の時価総額の減少は減損に直接結びつかないかもしれないが、「資本／時価総額」の割合の上昇と比較的限定された減損損失が、2011年の減損レベルが金融危機及び経済危機の影響を適切に反映しているかについて、疑問を生じさせ得ると報告している。さらに、報告書では、のれんの減損テストに関する主要な開示は一般的に含まれているものの、多くの場合、これらの記載は画一的なものであり、企業固有のものではなかったとされている。この点について、報告書では、発行者による基準の要求事項の遵守不足、及び、特に感応度分析の点について基準の明確さが不足していることが原因ではないかとの指摘がされている。
	20. このため、ESMAの報告書では、のれんの減損に関する企業の開示に関して、特に次の5つの領域について懸念が示されている。
	21. また、「欧州におけるのれんの減損に関する研究（2012年から2013年）」では、ストックス・ヨーロッパ600指数に含まれる欧州大手600社を対象として、のれんの減損に関する調査結果が報告されている。本報告書では、とりわけ、2011年ののれんの減損金額が2007年以降最も高い水準であったこと、及び、2010年の額の5倍を超えていた旨が報告されている。また、それにも係らず、調査対象とされた18業種において、2011年における純資産の帳簿価額に対する株式時価総額の割合が2009年及び2010年より悪化したとしている旨が報告されている。本報告書では、さらに、分析されたほとんどすべての産業において2011年の減損リスク・ファクターの予想が悪化した他、調査対象とした600社のうち約200社において株式時価総額が純資産の帳簿価額を下回っていた旨について説明がされている。報告書では、こうした事象について、資本市場が過度に保守的であって予測される将来の動向を適切に考慮しなかったことによるものか、企業の経営者が過度に野心的であったことによるものか、企業と資本市場との間のコミュニケーションに問題があったことによるものか、といった疑問が示されている。
	22. 当委員会では、平成23年（2011年）11月、IASBが将来の作業計画に関する意見を求めた協議文書「アジェンダ・コンサルテーション2011」に対して、アジェンダ・コンサルテーション協議会における協議を踏まえた上で、コメントレターを提出している。本コメントレターでは、のれんの非償却について、次のようなコメントを行っている。
	IFRSでは、2004年に企業結合に関する会計基準を改訂し、IFRS第3号「企業結合」を公表した。これにより、のれんは非償却となり、減損のみ実施されることとなった。IASBがのれんの非償却を決定したのは、主として、取得したのれんの耐用年数及びのれんが償却されるパターンは、一般に予測不可能で、恣意的な期間でのれんの定期償却を行っても、有用な情報を提供することはできないと考えたためとされている。また、IASBは、厳格で実用的な減損テストにより、企業の財務諸表利用者により有益な情報を提供することができるとされている。
	しかしながら、ASBJ及び我が国の市場関係者の間では、償却処理と非償却処理を比較考量し、定期償却に減損を組み合わせるアプローチを支持する意見が多い。これは、定期償却を通じて、企業結合の成果たる収益と、その対価の一部を構成する投資消去差額の償却という費用の対応が可能となり、これが投資原価を超えて回収された超過額を企業にとっての利益とみる考え方とも首尾一貫しているからである。
	のれんを非償却とするIFRS第3号のアプローチに対しては、公開草案の時点で、それに反対するコメントも多く寄せられたが、最終的な結論が適切だったかのレビューは行われておらず、また、協議文書における適用後レビューの対象に含まれていない。実務上、IASBのアプローチが適切だったかについては、適用後レビューを実施し、基準の改正の必要性を検討することが必要であると考える。
	欧州財務報告諮問グループ（EFRAG）/イタリアの会計基準設定主体（OIC）による調査
	23. EFRAG及びOICは、IASBによるIFRS第3号の適用後レビューに対して早期のインプット及び深度のある分析を提供することを目的として、のれんの減損に係る要求事項及びIAS第36号の減損テストの適用による財務報告の利用者にとっての価値に焦点を当てて、のれんに関する調査を開始した。調査にあたって、EFRAG及びOICは、IFRSの適用を前提とした財務諸表利用者等による経験やそれに基づく見解を入手するための質問票を作成し、これに対する回答を得ることを意図していた。
	24. 当委員会はEFRAG 及びOIC による取組みに賛同した上で、質問票の作成プロセスについて協力を行った。また、EFRAG及びOICによる質問票に対する我が国関係者からの回答の提出を促すとともに、2012年7月に当委員会事務局から質問票に対する回答を提出している。
	「のれんの減損及び償却に関する質問票」の回付及び「のれんの減損及び償却に関する意見交換会」の開催
	25. 当委員会では、のれんの会計処理に対する我が国関係者からの経験やそれに対する見解を得るため、EFRAG及びOICによる質問票を基礎としつつ、主に我が国の会計基準の適用を前提とするように、質問票について部分的に修正し、別個の質問票を作成した。これは、のれんの会計処理について、IASBが適用後レビューを行うか否か、また、これを行う場合における範囲を決定するにあたって、のれんの償却が許容又は強制されていない基準に基づく経験やそれに対する見解だけでなく、のれんの償却を行っている法域における実務上の経験や市場関係者の見解に基づき意見発信することが、IASBにおける検討に資すると考えられたためである。
	26. 本質問票は以下の全5章により構成されている。（本質問票における質問事項については別紙2を参照。）
	27. 当委員会は、本質問票について、平成24年9月7日に国内関係者に質問票への回答を募集開始し、10月5日を回答期限として質問票への回答の募集を行った。その結果、財務諸表作成者12通、財務諸表利用者6通、監査人3通、学術研究者2通の計23通の回答が寄せられた。
	28. 当委員会は、質問票の回付に併せて、市場関係者による議論を促進するとともに、各市場関係者からの見解をより的確に把握することを目的として、平成24年10月5日に、「のれんの減損及び償却に関する質問票についての意見交換会」を開催し、幅広い関係者（財務諸表作成者4名、財務諸表利用者4名、監査人2名、学術研究者1名）と意見交換を行った。
	質問票及び意見交換会において聞かれた主要なメッセージ
	29. 質問票への回答及び意見交換会においては、多くの分野において様々な見解が聞かれたものの、次の点においては概ね共通の見解がみられた。
	30. その他、質問票への回答及び意見交換会では、主に次のような見解が示された。
	31. 質問票への回答及び意見交換会において、上記以外には、主に次のようなコメントが聞かれた。
	32. のれんの減損及び償却に関する質問全般について、質問票では、主に次の5つの質問がなされた。
	33. 上記の質問に対して、主に次のような回答が寄せられた。
	[質問1] のれんについて規則的な償却と減損を組み合わせる現行の取扱いについて適切と考えるか。
	[質問3] 規則的な償却は、のれんの価値が減価した部分の金額を適切に反映することにならないと考えるか。
	[質問4] のれんの価値の減少を減損処理のみによって認識する場合、概念上、すでに「消費」されたのれんを置き換えるよう自己創設のれんが認識されると考えるか。
	34. のれんに関する情報の有用性に関して、質問票では、主に次の質問がなされた。
	35. 上記の質問に対して、主に次のような回答が寄せられた。
	[質問②-1] のれんに関する会計情報をどのような目的でどのように利用しているか。
	[質問②-5] 現金を対価とする企業結合で取得したのれんと株式交換による企業結合で取得したのれんについて、異なる方法で情報を利用するか。
	[質問②-6] 財務分析を行う際、のれんの金額を他の情報と一緒に利用したり、会計数値を修正したり、自らの仮定やパラメーター若しくは他のデータを反映するように修正したりするか。
	36. のれんの減損の負荷に関して、質問票では、主に次の質問がなされた。
	[質問11] のれんの減損テストに関する負荷は、財務アナリストにとっての情報の有用性に見合ったものと考えるか。「いいえ」と回答する場合、これらの負荷が見合わないと考える理由は何か。
	[質問12] のれんの減損に関する会計情報の有用性を高めること、又は、のれんの減損テストの負荷を削減することは、どのような方法で可能になると考えるか。
	[質問14] 日本基準とIFRSの両基準に基づき連結財務諸表の作成経験がある場合、のれんの減損テストの負荷が大きいアプローチはいずれと考えるか。
	[質問15] その他追加的なコメントはあるか。
	37. のれんの減損に関する監査可能性について、質問票では、主に次の質問がなされた。
	[質問16] 日本基準におけるのれんの減損テストには、見積りの要素が多く含まれ、客観的な証拠の入手が困難であることから、減損の要否や減損損失額に関する監査は困難と考えるか。
	[質問17] 減損の要否や減損損失額に関する監査が困難と考える場合、減損の判定について、どのような方法によって監査可能性を向上させられると考えるか。
	38. 前述の通り、当委員会は、のれんの会計処理に関連して、IASBに対して適用後レビューに先立つインプットを提供することを目的として、EFRAG及びOICと共同で研究を行っており、2012年10月及び2013年4月に開催されたIFASS会議において、これらの調査結果をIASB及び他の会計基準設定主体に対して報告している。
	39. 当委員会は、IASBに対してIFRS第3号の適用後レビューにおいてのれんの会計処理も含めることが適当である旨を引き続き主張していくことを予定しており、EFRAG及びOICとの国際的な議論への貢献に向けた取組みを継続していくことを予定している。この点に関して、2013年4月のIFASS会議では、例えば、次の事項について検討を行っていくという旨を報告している。

